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代
　
表
　
質
　
問

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
か
ら

市
民
を
守
る
体
制

令
和
７
年
度
予
算

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

周
辺
の
渋
滞
解
消
等
が
期
待
さ
れ

る
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
５
年

度
に
か
け
設
置
基
礎
調
査
を
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
設
置
す
る
こ

と
で
市
民
や
交
通
利
用
者
の
利
便

性
を
高
め
る
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

　
一
方
、
設
置
場
所
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
明
石
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
に
隣
接
す
る
石
ケ
谷
公
園
の
梅

林
の
約
80
％
を
利
用
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
や
、
周
辺
道
路
の
交
通

量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

渋
滞
等
の
影
響
に
つ
い
て
調
査
を

要
す
る
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が

あ
り
、
本
事
業
を
進
め
る
に
は
そ

の
課
題
解
決
の
見
通
し
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
。

　
７
年
度
は
、
大
久
保
北
部
地
域

の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
考
え
の

下
、
梅
林
の
保
全
を
前
提
と
し
た

整
備
ル
ー
ト
の
検
討
や
総
事
業
費

の
算
出
等
を
行
い
、
課
題
解
決
の

可
能
性
を
検
討
す
る
。

  

さ
ら
に
、
設
置
に
向
け
た
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
国
の
準
備
段

階
調
査
箇
所
に
選
ば
れ
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
候
補
箇
所
の
取
り
ま

と
め
は
例
年
、
年
度
末
で
あ
る
た

め
、
８
年
３
月
頃
を
目
指
し
て
国

や
県
等
と
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

問�　
明
石
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
へ
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
10
年
来
の
懸
案

事
項
で
あ
る
が
、設
置
す
る
の
か
。

市
の
見
解
を
聞
く
。

答�　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
設
置
は
、
神
戸
西
バ
イ
パ
ス
の

整
備
と
合
わ
せ
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
や
大
久
保
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

自然が残る大久保北部の市有地

前
講
座
等
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、

防
災
訓
練
等
で
市
民
が
協
働
し
て

避
難
し
、
避
難
所
開
設
等
を
体
験

す
る
機
会
を
増
や
す
な
ど
、
自
助・

共
助
力
の
向
上
に
努
め
る
。
な
お
、

指
定
避
難
所
に
は
水
、
食
料
、
毛

布
等
、
防
災
倉
庫
に
は
ベ
ッ
ド
、

ト
イ
レ
等
の
物
資
を
備
蓄
し
、
飲

料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
に
は
90

万
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
確
保
し
て
い

る
。
地
震
発
生
後
は
、
テ
レ
ビ
や

防
災
メ
ー
ル
等
、
あ
ら
ゆ
る
伝
達

手
段
を
使
い
安
全
な
場
所
へ
の
避

難
を
呼
び
か
け
る
。
そ
の
後
、
避

難
所
を
開
設
、
運
営
す
る
と
と
も

に
医
療
救
護
、
物
資
供
給
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
等
に
取
り
組
む
。

　
ペ
ッ
ト
同
室
避
難
に
つ
い
て
は
、

動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
動
物
が
苦
手

な
人
へ
の
配
慮
、
指
定
避
難
所
で

あ
る
小
中
学
校
を
速
や
か
に
再
開

す
る
必
要
性
か
ら
飼
い
主
と
ペ
ッ

ト
を
避
難
所
内
で
別
々
に
住
み
分

け
る
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
を
原
則
と

す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る

が
、
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
一
緒
に

避
難
で
き
る
場
所
を
学
校
以
外
の

施
設
も
含
め
て
柔
軟
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
項
目

〇
小
学
校
給
食
の
無
償
化

問�　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え

た
取
り
組
み
と
、
ペ
ッ
ト
同
室
避

難
の
認
識
に
つ
い
て
問
う
。

答�　
同
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
本

市
も
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
ず
は
、
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

市
民
に
家
具
の
固
定
、
水
や
食
料

等
の
用
意
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

確
認
等
を
広
報
あ
か
し
や
防
災
出

避難生活の充実が課題対話と共創のまちづくり第２ステージへ

し
て
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
を

把
握
し
て
き
た
。
市
の
施
策
等
に

お
い
て
、
市
民
と
共
に
対
話
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
し
、

子
ど
も
か
ら
は
、
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
プ
レ

ー
パ
ー
ク
、
高
齢
者
か
ら
は
、
ひ

と
涼
み
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
市
民
の

声
を
施
策
に
反
映
し
て
き
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
対
話
と
共
創

の
ま
ち
づ
く
り
第
２
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
が
困

難
な
社
会
課
題
を
産
官
学
民
の
多

様
な
主
体
と
共
に
解
決
し
、
新
た

な
ま
ち
の
魅
力
の
創
造
に
つ
な
げ

て
い
く
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

（
仮
称
）
対
話
と
共
創
の
ウ
ィ
ー

ク
の
開
催
や
、（
仮
称
）
共
創
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
な
ど
、

革
新
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
。

　
な
お
、
７
年
度
に
策
定
す
る
あ

か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
後
期
戦
略
計
画
で

は
、
市
民
の
幸
福
度
を
上
げ
る
た

め
に
必
要
な
方
法
等
の
中
身
を
し

っ
か
り
と
精
査
し
な
が
ら
市
民
と

共
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
項
目

○
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
の
推

進
○
明
石
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
取
組

問�　
市
が
進
め
る
対
話
と
共
創
の
ま

ち
づ
く
り
は
手
法
で
あ
る
た
め
、

目
指
す
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、
未
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
対
話
と
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
ま

ち
を
目
指
し
、
毎
月
開
催
す
る
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
対
話
を
通

梅
田
　宏
希
　議
員

だ

う
め

き

こ
う

公

明

党

千
住
　啓
介
　議
員

せ
ん
じ
ゅ
う

け
い
す
け

自
由
民
主
党
明
石

山
中
　裕
司
　議
員

な
か

や
ま

じ

ゆ
う

市
民
の
会

代表質問とは
　新年度予算が提案される３月議会において、所属議員３人以上
の会派の代表者が行います。
　質問は、会派を代表するものであることから、会派の政策や理
念等を踏まえ、施政方針、当初予算および市政の重要課題に関し
て、市の見解を問います。

会　派　名　簿
自由民主党明石

公　　  明　　  党

市　民　の　会
中　川　夏　望 
山　下　　　祥 
金　尾　良　信 
黒　田　智　子 
山　中　裕　司 

出　雲　有希子  
石　井　宏　法  
井　藤　圭　順  
灰　野　修　平  
榎　本　和　夫  
千　住　啓　介  
三　好　　　宏  
辰　巳　浩　司

河　村　和歌子 
長　尾　博　子 
尾　倉　あき子 
飯　田　伸　子 
国　出　拓　志  
梅　田　宏　希

（会派別・議席順／３月31日現在）

明石かがやきネット
林　　　丸　美
竹　内　きよ子
宮　坂　祐　太
寺　井　𠮷　広

明 石 維 新 の 会
上　田　雅　彦
中　村　茂　雄
正　木　克　幸
髙　尾　秀　彰

日  本  共  産  党
辻　本　達　也

対話の会あかし
中　西　礼　皇

ス マ イ ル 会
家根谷　敦　子




